
R5年 活動報告

さくらじま地域おこし協力隊
増留 愛香音



◎食と農を繋ぐ #1：食生活改善推進委員

全国食生活改善推進協議会における、鹿児島市の研修を終え、桜島地域の食生活改善推進へ
『地域の元気を支える人々の存在』『イベントにおける縁の下の力持ち』
ー12月の『地域ふるさと秋まつり』の出店対応
ー定期研修

子育て世代はいないが、活動や研修の内容は
家庭や地域の健康改善に大きく繋がる
次世代にも活動を知ってもらうことが大事



◎食と農を繋ぐ #2：桜島おもてなし隊

地域をおもてなしで盛り上げたい！！という地域の女性メンバーで立ち上げたグループ

2月17日開催の「桜島地域まつり」では、肉うどん、がね、ぜんざい、コーヒーなどを販売
また当日まで試行錯誤を繰り返し、準備まで大変ながらもコロナ禍を経て地域の連携を取り戻す
機会となった（参加メンバー20～70代）
＊1月の「さくら市」でも実験的に販売



◎食と農を繋ぐ #3：実験農園

桜島で採れる野菜は味がいい！！
使われていない農地は多いが、農業に使える場所は限られている（就農対象の協力隊？）
離島ではないが、例えば鹿児島市街地への運搬は負担



◎地域の小学校の子ども教室の運営や子ども達・大学生を対象にした学びの場への関わり

・限られた環境の中での、子ども達の興味や学びの様子が見えてくる
読み聞かせボランティアの際は、自分の経験を活かした、子どもの興味を広げるものを

・桜島の子ども達に、「桜島でできる仕事・関われる仕事」について紹介
子ども達が日頃関わることが少ない分野の仕事を映像を使って学んでもらった
親御さんも初めて知ることも多く、親世代の学びが重要

・「まちづくり“未来担い手”育成事業」（ご担当：鹿児島市 企画部 政策企画課 ）
『鹿児島で働く？、 県外で働く？』『なぜU・Jターン？』、学びを市長に提言

親子に向けた
体験・学びのを
提供できるとよい



◎地域サロン（お達者クラブ）への参加

・地域の実態や、人と人との繋がり
住民の半分以上が高齢者といわれる桜島の中で、どのような暮らしや支え合いがあるのか
高齢者の楽しみとは？？

⇒地域の魅力や困りごと
⇒ライドシェアに求められるものやその実態

今しかできない、学校運営協議会や、地域ケア推進協議会への参加



◎九州自治体職員駅伝大会 桜島PR担当

主催は市の職員からなる実行委員会で、桜島側の”スタッフ”として関わっている
参加賞商品は桜島事業者さんに協力を依頼
地域事業者の大会当日出店や、桜島に関わる景品
観光PR作成・配布（桜島でできるアクティビティ）

桜島のおもてなし
を見せることが
できる体験



◎海外映画撮影コーディネーター

前職での海外との調整業務を活かして、撮影のコーディネーターを担当

・観光では見せられない桜島の側面（農家、漁師、地域住民の暖かさ、空き家の実態、自然との
共生、何気ない住民の暮らし、活火山がある地域のインフラ）
⇒一般の観光情報では伝えられないことを、映像として残すことができる
⇒人との関わりがより一層増えた

＊公開：2025年を予定（フランス、イタリアでは上映予定、日本に関しては配給会社などとの関係で未定）

＊このようなコーディネーター業務は、地域関わる人間でなければ難しい
これまでの3年間での地域の皆さんからいただいた、繋がりがよく活かされる機会



ご清聴ありがとうございました
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